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【
一
月
の
行
事
報
告
】 

☆ 

平
野
神
社
初
詣 

今
年
の
初
詣
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
早
朝
よ
り
途
切
れ
る
こ
と

な
く
参
拝
者
の
皆
さ
ん
で
賑
わ

い
、
例
年
以
上
の
最
高
の
人
出
と

な
り
ま
し
た
。
南
地
区
で
唯
一
の
神
社
で
も
あ

り
近
隣
の
地
区
か
ら
も
お
参
り
に
来
ら
れ
、
賑

や
か
な
初
詣
で
と
な
り
ま
し
た
。 

☆ 

平
野
神
社
焼
納
祭 

十
日
平
野
神
社
境
内
に
お
い
て
太
宰
府
石

穴
神
社
の
吉
嗣
宮
司
に
よ
る
お
祓
い
後
、
焼
納

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
焼
納
祭
と
は
、
一
年
間

ご
家
庭
で
活
躍
し
た
、
お
札
・
学
業
祈
願
や
交

通
安
全
な
ど
の
お
守
り
・
破
魔
弓
《
神
矢
》
、

な
ど
の
授
与
品
を
神
職
が
祓
い
清
め
て
御
神

火
に
よ
り
焼
納
す
る
神
事
の
こ
と
で
す
。 

☆ 

祝 

成
人
式 

九
日
、
記
念
式
典
が
「
ま
ど
か
ぴ
あ
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
一
一
〇
三
名
の
方
が
成
人

と
な
ら
れ
、
牛
頸
区
で
も
五
一
名
の
方
が
晴
れ
て

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

☆ 

牛
頸
区
ご
も
く
お
手
玉
大
会 

 

２
１
日
、
牛
頸
区
主
催
の
ご
も
く
お
手
玉
大
会
が
、
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
班
よ
り
、
６
チ
ー
ム
・
公
民
館
運
営

協
議
会
よ
り
９
チ
ー
ム
・
執
行
部
・
平
野
中
学
校
２
チ
ー
ム
の 

計
１
８

チ
ー
ム
・
９
５
名
の
選
手
と
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
て
１
０
８
名
で
実
施
し
ま
し
た
。
老
若
男

女 

誰
に
で
も
で
き
る
競
技
で
、
参
加
者
全

員
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
作
戦
会
議
を
交
え

な
が
ら
競
い
合
い
、
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
上

が
り
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

結
果
は
、
班
別
【
優
勝
は
４
班
・
準
優
勝

は
３
班
・
３
位
は
６
班
】
で
部
会
別
は
【
優

勝
は
執
行
部
・
準
優
勝
は
悠
々
会
・
３
位
は

文
化
部
】
で
し
た
。 

☆
地
域
福
祉
推
進
委
員
会 

💛

牛
頸
子
育
て
サ
ロ
ン
《
あ
い
あ
い
く
ら
ぶ
》
開
催 

 

１
０
日
（
水
）
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
や

親
子
遊
び
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た 

皆
さ
ん
七
草
粥
に
舌
づ
つ
み
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
対
象
者
と
し
て

は
、
牛
頸
に
お
住
い
の
０
歳
か
ら
就

学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
・
こ
れ

か
ら
お
母
さ
ん
に
な
ら
れ
る
方
で

す
。
毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

《 

区
か
ら
の
お
知
ら
せ 

》 

◎
牛
頸
区
芸
能
発
表
会
の
ご
案
内 

 

 

２
月
２
５
日
（
日
）
１
３
時
３
０
分
よ
り
、

牛
頸
公
民
館
に
て
、
区
主
催
の
芸
能
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。
文
化
部
を
は
じ
め
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
方
・
公
民
館
や
区
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
方
や
平
野
中
・
平
野

小
の
生
徒
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。 

民
謡
＊
吟
詠
＊
歌
謡
＊
フ
ラ
ダ
ン
ス
＊
日

舞
＊
中
学
生
の
吹
奏
楽
＊
小
学
生
の
ダ
ン

ス
等 

多
彩
な
演
目
が
あ
り
ま
す
。
又 

、
＊
習
字
と
生
花

の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
観

覧
・
ご
鑑
賞
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。 

◎
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
芸
能
発
表
大
会 

 

恒
例
の
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
主
催
、

文
化
部
主
管
に
よ
る
第
３
７
回
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
芸
能
発
表
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
と
共
に
楽

し
い
一
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

・
日
時 

平
成
３
０
年
３
月
４
日
（
日
）
１
２
時
開
会 

・
場
所 

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
多
目
的
室
） 

   

《
２
月
の
主
な
行
事
予
定
》 

 

三
日 

第
六
回 

隣
組
長
会
議 

七
日 

牛
頸
子
育
て
サ
ロ
ン
〈
あ
い
あ
い
く
ら
ぶ
〉 

一
三
日 

「
牛
頸
あ
い
あ
い
カ
フ
ェ
」 

二
五
日 

牛
頸
区
芸
能
発
表
会 

１
３
時
３
０
分
開
会 

二
六
日 

高
齢
者
と
女
性
団
体
合
同
研
修
会 

二
七
日 

第
五
回
音
楽
サ
ロ
ン 

《
３
月
の
主
な
行
事
予
定
》 

一
日
大
野
城
環
境
処
理
セ
ン
タ
ー
解
体
説
明
会 

１
９
時
～ 

二
日
牛
頸
あ
い
あ
い
会
２
班
（
２
３
日
３
班
・
３
０
日
１
班
） 

三
日 

公
民
館
運
営
協
議
会 

四
日 

南
コ
ミ
・
芸
能
発
表
会 

１
２
時
開
会 

七
日 

牛
頸
子
育
て
サ
ロ
ン
〈
あ
い
あ
い
く
ら
ぶ
〉 

一
〇
日 

臨
時
隣
組
長
会 

一
三
日 

「
牛
頸
あ
い
あ
い
カ
フ
ェ
」 

【 

編 

集 

後 

記 

】 

毎
年
、
お
正
月
ム
ー
ド
が
落
ち
着
い
た

こ
ろ
に
な
る
と
、「
春
の
七
草
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま

す
。
１
月
７
日
は
別
名
『
七
日
正
月
』,

『
七
日
節
句
』

と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
日
の
朝
に
な
る
と
七
草
が
ゆ
を
作

っ
て
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
七
草
粥
と
は
、「
春
の

七
草
」
と
さ
れ
る
７
つ
の
食
材
が
入
っ
た
お
粥
の
こ
と

で
す
。「
セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・
ゴ
ギ
ョ
ウ
・
ハ
コ
ベ
ラ
・
ホ

ト
ケ
ノ
ザ
・
ス
ズ
ナ
・
ス
ズ
シ
ロ
」
と
、
な
ん
と
な
く

覚
え
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
七

草
粥
を
食
べ
る
と
、
そ
の
年
の
万
病
を
避
け
ら
れ
元
気

に
過
ご
せ
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
七

草
に
は
『
春
の
七
草
』
と
『
秋
の
七
草
』
の
合
計
１
４

種
あ
る
の
で
す
が
、
無
病
息
災
を
願
っ
た
七
草
粥
に
使

用
さ
れ
る
の
は
『
春
の
七
草
』
で
す
。
ち
な
み
に
『
秋

の
七
草
』
は
基
本
的
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
少
な
く
、

鑑
賞
用
と
し
て
楽
し
む
植
物
が
多
い
よ
う
で
す
。
昔
の

人
は
七
草
粥
で
無
病
息
災
を
願
う
と
共
に
、
お
正
月
の

ご
馳
走
で
疲
れ
て
い
る
胃
腸
を
休
め
る
と
い
う
目
的
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
お
正
月
は
い
か
が
で
し
た

か
、
今
年
も
暴
飲
暴
食
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
健 
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